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今
月
の
行
事
予
定 6

Topics
会員親睦ソフトボール大会・・・Ｐ２

長井市暮らし向上商品券プレミアム２０・・・Ｐ８

解説「マイナンバー」（第１回）・・・Ｐ９

おかげ様で創立40周年

１
日
（
月
）　
本
町
・
中
央
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
定
例
総
会

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

２
日
（
火
）　
西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
幹
事
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　
　
　
　

置
賜
地
区
社
会
保
険
委
員
会
長
井
支
部
役
員
会

（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

３
日
（
水
）　
長
井
機
械
工
業
協
同
組
合
通
常
総
会
（
㈱
中
央
会
館
）

　
　
　
　
　 

長
井
市
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
全
体
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り
）

４
日
（
木
）　
長
井
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
理
事
会

（
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
り
）

８
日
（
月
）　
創
立
40
周
年
記
念
事
業
長
井
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　 

企
画
実
行
委
員
会
（
研
修
室
）

　
　
　
　
　 

や
ま
が
た
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
説
明
会（
米
沢
市
）

９
日
（
火
）　
山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
総
会
（
鶴
岡
市
）

　
　
　
　
　 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
説
明
会
（
山
形
市
）

10
日
（
水
）   

青
年
部
会
役
員
会
（
研
修
室
）

11
日
（
木
）   

常
議
員
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

　
　
　
　
　  

青
年
部
会
Ｏ
Ｂ
会
総
会
（
平
田
海
産
物
店
）

12
日
（
金
）   

山
形
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
県
大
会
（
米
沢
市
）

13
日
（
土
）   

長
井
黒
べ
こ
ま
つ
り
（
あ
や
め
公
園
）

14
日
（
日
）   

第
１
４
０
回
日
商
簿
記
検
定
（
研
修
室
）

15
日
（
月
）   

生
活
衛
生
・
観
光
部
会
三
役
会
（
研
修
室
）

16
日
（
火
）   

山
形
県
火
災
共
済
協
同
組
合
通
常
総
代
会
（
山
形
市
）

　
　
　
　
　 

知
財
相
談
会
（
相
談
室
）

17
日
（
水
）　
西
置
賜
雇
用
対
策
協
議
会
総
会
・
懇
談
会

（
㈱
中
央
会
館
）

　
　
　
　
　 

共
済
担
当
者
研
修
会
（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　 

女
性
会
活
き
活
き
委
員
会
（
研
修
室
）

18
日
（
木
）   

工
業
部
会
総
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

19
日
（
金
）   

置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会
総
会
（
米
沢
市
）

22
日
（
月
）   

長
井
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会
連
合
会
総
会
（
小
国
町
）

24
日
（
水
）   

長
井
青
色
申
告
会
総
会
（
酒
肴
庵
天
六
）

25
日
（
木
）   

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
加
盟
店
説
明
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

26
日
（
金
）   

通
常
議
員
総
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

28
日
（
日
）   

青
年
部
会
６
月
例
会
（
ケ
ミ
コ
ン
山
形
㈱
）

29
日
　（
月
）　
山
形
鉄
道
㈱
取
締
役
会（
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
）

３５年前、第６回会員親睦ソフトボール大会。

４８チームが参加し、優勝は新町・横町支部。

（昭和５５年５月）



山形県火災共済協同組合

～お問い合わせ～

※お問い合わせの時は、「マル経融資」とお呼びください！

1.25 ※金融の情勢により
　変わる場合があります。



●こだま　とみこ さん　
 ㈲児玉自動車整備工場
夫、息子夫婦、孫３人の７人家族。
休日は夫婦でお出かけするが、ノープランが基本。

61

生命共済キャンペーン実施中！
ご加入いただいた方には、もれなく粗品進呈中！

児
玉 

登
美
子
さ
ん

新
・
女
性
会
長

児
玉 

登
美
子

　「
険
し
い
世
に
も
助
け
合
う
　

　
　
　
　
　
　
　
女
性
の
力
　
逞
し
く
」

こ
れ
は
商
工
会
議
所
女
性
会
の
歌
の
ワ
ン

フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。今
年
度
、当
所
女
性
会

会
長
に
選
ば
れ
た
児
玉
登
美
子
さ
ん
は
、

こ
の
歌
詞
を
心
に
刻
み
44
人
の
女
性
経
営

者
た
ち
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　
ご
本
人
は
南
陽
市
砂
塚
の
農
家
に
生
ま

れ
た
。宮
内
高
校
卒
業
後
、山
形
市
の
和
裁

学
校
に
進
学
し
和
裁
の
技
術
と
日
本
人
の

心
を
学
ん
だ
。そ
の
後
、地
元
の
雑
貨
店
に

就
職
。昭
和
50
年
、現
社
長
の
章
さ
ん
と
出

会
い
長
井
市
へ
。当
時
は「
自
動
車
な
ん
て

全
く
興
味
が
な
か
っ
た
」と
言
い
な
が
ら

も
、40
年
間
、㈲
児
玉
自
動
車
整
備
工
場
を

陰
で
支
え
続
け
て
き
た
。同
社
は
民
間
車

検
場
と
し
て
、安
心
と
信
頼
を
大
切
に
し

て
い
る
。車
検
有
効
期
間
は
１
年
ま
た
は

２
年
。こ
の
期
間
安
心
し
て
乗
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、車
検
の
際
は
細
部
に
わ
た
っ
て

徹
底
的
に
点
検
す
る
。お
客
様
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
こ
そ
の
対
応
だ
。

　
お
客
様
と
同
じ
よ
う
に
大
切
に
し
て
い

る
の
が
３
人
の
孫
。息
子
の
大
輔
さ
ん
は

家
業
を
継
ぎ
、お
嫁
さ
ん
は
看
護
師
。多
忙

な
息
子
夫
婦
に
代
わ
り
孫
の
面
倒
は
児
玉

さ
ん
が
み
る
。上
の
２
人
は
高
校
１
年
、小

学
６
年
と
大
き
く
な
っ
た
が
、３
人
目
は
５

歳
と
ま
だ
ま
だ
手
が
か
か
る
年
齢
だ
。

「（
孫
の
）親
以
上
に
育
児
し
て
る
」と
言
い

な
が
ら
も
本
音
は
楽
し
そ
う
だ
。

　
そ
の
傍
ら
、大
好
き
な
花
の
手
入
れ
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。日
課
と
な
っ
て
い
る
散
歩

の
途
中
、庭
先
の
花
を
見
て
研
究
も
す
る
。

あ
や
め
公
園
の
手
入
れ
が
行

き
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
を

見
れ
ば
、「
お
客
様
に
気
持
ち

よ
く
観
光
し
て
も
ら
い
た

い
」と
思
わ
ず
草
む
し
り
を

し
て
し
ま
う
。「
仕
事
も
花
の

手
入
れ
も
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ

ー
が
大
事
」そ
ん
な
児
玉
さ

ん
が
一
番
好
き
な
花
は
ベ
ゴ

ニ
ア
。花
言
葉
は「
親
切
」。

さ
ん

新
・
女
性
会
長

児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉

　「
険
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い
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に
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助
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合
う
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商
工
会
議
所
女
性
会
の
歌
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ワ
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女
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女
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女
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長
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女
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女
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長
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商
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会
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性
会
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ワ
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児
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玉
児
玉
児
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玉
児
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児
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険
し
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に
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助
け
合
う
　

　
　
　
　
　
　
　

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

こ
れ
は
商
工
会
議
所
女
性
会
の
歌
の
ワ
ン

児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉
児
玉

　「
険
し
い
世
に
も
助
け
合
う
　

　
　
　
　
　
　
　

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

新
・
女
性
会
長

登場！

6月末まで

検索長井商工会議所　生命共済
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創
立
40
周
年
記
念
事
業
　
第
１
弾

第
41
回
会
員
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

創
立
40
周
年
記
念
事
業
　
第
１
弾

第
41
回
会
員
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

創
立
40
周
年
記
念
事
業
　
第
１
弾

第
41
回
会
員
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

青木産業の嶋貫さんによる選手宣誓●

㈱
青
木
ハ
ウ
ス
協
賛
会
Ａ
が
２
連
覇
！

㈱
青
木
ハ
ウ
ス
協
賛
会
Ａ
が
２
連
覇
！

　
会
員
事
業
所
の
親
睦
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
５
月

17
日
に
長
井
市
営
球
場
で
開
催
さ
れ
た
。

創
立
40
周
年
記
念
事
業
の
第
１
弾
と
し

て
実
施
し
た
本
大
会
は
、
当
所
創
立
時

か
ら
開
催
し
て
お
り
41
回
目
を
迎
え
た
。

24
チ
ー
ム
（
約
３
６
０
人
）
が
４
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
対

戦
、
１
回
戦
か
ら
延
長
戦
（
ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
勝
敗
を
決
定
）
に
突
入
す
る
な
ど
、

早
朝
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
準
決
勝
第
一
試
合
は
、
前
回
優
勝
の
㈱

青
木
ハ
ウ
ス
協
賛
会
Ａ
と
前
の
試
合
で

延
長
戦
を
制
し
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
手
塚

建
材
ル
ー
キ
ー
ズ
。
２
回
表
、
手
塚
建

材
が
３
点
を
リ
ー
ド
す
る
も
の
の
、
そ
の

裏
、
青
木
ハ
ウ
ス
Ａ
が
一
挙
16
点
を
上
げ

逆
転
。
最
後
は
粘
り
を
見
せ
る
手
塚
建

材
を
ゼ
ロ
に
抑
え
、
青
木
ハ
ウ
ス
Ａ
が

二
年
連
続
で
決
勝
進
出
を
決
め
る
。

　
準
決
勝
第
二
試
合
は
、
マ
ル
エ
イ
建

築
と
新
町
・
横
町
の
対
戦
。
ど
ち
ら
も

危
な
げ
な
く
勝
ち
上
が
り
接
戦
が
予
想

さ
れ
た
も
の
の
、
地
力
に
勝
る
マ
ル
エ

イ
建
築
が
序
盤
か
ら
12
点
の
大
量
リ
ー

ド
。
新
町
・
横
町
の
反
撃
を
３
点
に
抑

え
前
回
王
者
へ
の
挑
戦
権
を
手
に
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
㈱
青
木
ハ
ウ
ス
協
賛
会

Ａ
と
マ
ル
エ
イ
建
築
、
と
も
に
建
設
部

会
同
士
の
戦
い
と
な
っ
た
。
初
回
、
先
攻

の
マ
ル
エ
イ
建
築
を
ゼ
ロ
に
抑
え
た
青

木
ハ
ウ
ス
Ａ
は
、
そ
の
裏
す
ぐ
さ
ま
先
制

し
た
も
の
の
後
続
を
断
た
れ
１
点
で
攻

撃
を
終
え
る
。
序
盤
こ
そ
接
戦
の
様
相

を
呈
し
た
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
追
加
点
を

重
ね
た
青
木
ハ
ウ
ス
Ａ
が
４
回
ま
で
に
８

得
点
。
守
り
で
は
、
初
戦
か
ら
ほ
ぼ
一
人

で
投
げ
続
け
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
最
後
ま
で

マ
ル
エ
イ
建
築
に
反
撃
を
許
さ
ず
、
８
対

０
で
青
木
ハ
ウ
ス
Ａ
が
２
年
連
続
５
回
目

の
優
勝
を
決
め
た
。

　
な
お
、
個
人
賞
と
な
る
最
優
秀
賞
に

は
、
決
勝
戦
を
完
封
し
た
青
木
ハ
ウ
ス

Ａ
の
手
塚
直
樹
さ
ん
。
優
秀
賞
に
は
、

大
会
初
参
加
な
が
ら
マ
ル
エ
イ
建
築
を

け
ん
引
し
た
今
大
輔
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

長井商工会議所創立４０周年記念事業第１弾 

第４１回 会員親睦ソフトボール大会 
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トーナメント表 

優 

勝 

青木産業 

㈱青木ハウス 

協賛会Ａ   

慈光園 

協同薬品 

テクノ・モリオカ  

ソフトボール愛好会 

リバーヒル長井 

職員親睦会   

山輪会Ａ 

四釜製作所 

手塚建材  

ルーキーズ 

㈲三立 

Y.S.C 

デンジャラース 

那須建設 

山形日信電子 

新町・横町 

チームやまぎん 

きらやか銀行 

㈱横沢自動車 

マルエイ建築 

山輪会Ｂ 

齋藤木工 

優 勝：㈱青木ハウス協賛会Ａ 

準優勝：マルエイ建築 

第３位：手塚建材ルーキーズ 

第３位：新町・横町 

山工短大 

サンリット工業 

 

古河電工パワー 

システムズ㈱  

㈱青木ハウス 

協賛会Ｂ 
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２ 

１１ 

４ 
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９

 
 ６ 

４ 

１２ 
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１３ 
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１５ 

加藤副会頭による始球式●

親睦大会らしく最後はジャンケンで● 優秀賞に選ばれた今大輔さん●

準優勝に輝いたマルエイ建築●
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１．政策提言・意見活動の展開
　①長井市への政策提言
　②置賜地区商工団体協議会による県並びに県議会議員への政策提言
　③山形県商工会議所連合会による県並びに中央省庁への陳情
　④関係行政機関との懇談会の開催

２．商工会議所創立40周年記念事業の実施
（１）創立40周年記念事業の運営
　①運営委員会及び実行委員会の開催
（２）創立40周年記念事業の実施
　①式典と祝賀会の実施
　②長井活性化フォーラム（仮称）の実施
　③ながい大産業フェアの実施
　④会員親睦ソフトボール大会の実施
　⑤会員交流ゴルフ大会の実施
　⑥10年間の歩み編纂

３．小規模事業者の持続的発展支援経済産業省から認定を受けた「経営発達支援計画」に基づく事業を重点的に実施していく。
（１）創業支援事業
　①やまがたチャレンジ創業応援事業の実施【継続：山形県補助事業】
　　・新規開業者の窓口相談・支援
　　・インキュベーションマネージャー　（ＩＭ）認定に向けた研修参加
　②創業助成金の相談・指導並びに申請手続きの支援及び給付業務
（２）小規模事業持続化支援モデル事業【*新規：長井市補助事業】
　　・事業持続と経営改善意欲ある小規模事業者をモデルとし、金融機関・専門家等とチームを組んで伴走型で支援する事業

４．中小企業の経営力強化支援の取り組み
（１）消費税転嫁対策事業【継続：日商委託事業】
　①価格転嫁対策セミナーの開催
　②窓口等相談の強化
（２）受注開拓推進事業【継続：長井市補助事業】
　①ものづくりコーディネーターによる人材育成研修
　②おおた工業フェア(東京)への地元企業出展
（３）事業承継支援事業【県企業振興公社との連携事業】
　①県企業振興公社と商工会議所の指導員等による支援チームで、モデル事業所における事業承継計画を作成する事業
　②事業承継に課題ある事業所への重点的な支援
（４）研修会等の開催
　①経営革新セミナーの開催【商工支援団体ブロック内連携事業】
　②経営計画作成セミナーの開催【日商委託事業】
　③会計啓発・普及セミナーの開催【中小企業基盤整備機構委託事業】
　④接客セミナーの開催
　⑤新入社員セミナーの開催【法人会、西置賜雇用対策協議会等と共催】
　⑥税制改正等セミナーの開催【法人会と共催】
　⑦長井市雇用創造事業等との連携したセミナーの開催
（５）金融対策事業
　①小規模事業者経営改善資金（マル経資金）の推薦と審査会の運営
　②市内金融機関や保証協会との情報交換等懇談会の開催
　③政府系及び県制度資金の斡旋
　④その他の制度融資の認定及び斡旋
（６）経営課題（専門的・高度）に対する専門家による支援
　①エキスパートバンク事業及びミラサポの活用
　②中小企業支援機関との連携による専門家派遣
（７）専門家による相談支援窓口の開設
　①税務相談
　②労務相談
　③法律相談
（８）調査及び施策ＰＲに関する事業
　①景況調査の実施【日商及び独自調査】
　②事業承継調査の実施【県企業振興公社と連携】
　③各種施策の普及ＰＲ
（９）新規記帳指導及び継続記帳指導事業
　①記帳代行支援（個人事業所）
　②記帳から決算・申告までの相談と指導
（10）青年部会及び女性会の活動支援
　①青年部会及び女性会の運営支援
　　・青年部主催２８年度全国サッカー長井大会開催準備のサポート強化
　②若手後継者育成事業の実施
（11）小規模企業済及び経営セーフティ（中小企業倒産防止）共済の普及

５.人材育成事業及び雇用対策の取り組み
　①生産基盤技術研修の実施【継続：長井市補助事業】
　②雇用創出・安定の助成金制度の普及促進
　③ハローワーク及び労働行政との連携による雇用対策事業の展開
　④中小企業向け新規施策の普及と制度改正の周知
　⑤労働保険加入の啓蒙促進
６.地域の活性化及び賑わいづくりの推進
（１）地域資源活用事業
　①地域ブランド創出事業の実施【※新規：長井市補助事業】
　②特産品・メニュー等の商品開発・磨き上げ
　③地域ポータルサイト「ながいタウンなび」の運営等による情報発信
（２）観光振興事業
　①観光客を受け入れる体制の整備と地域間連携の強化
　②観光資源の掘りおこしと地域住民への普及促進
　③「長井まちづくり基金」の運用支援（事務局への参加）
（３）中心市街地活性化事業
　①長井市中心市街地活性化協議会の運営【継続：長井市補助事業】
　②商店街ガイドツアー事業の実施と商業機能活性化の支援
　③おもてなし（接客・サービス向上）事業の実施と商業人材育成
　④プレミアム付き商品券発行事業の実施【長井市補助事業】
７.商工会議所の組織、運営基盤の強化
（１）諸会議の運営
　①三役会、常議員会の開催
　②通常議員総会の開催
　③議員研修会の開催
（２）部会・委員会活動の運営及び支部活動支援
　①６部会長会及び正副部会長懇談会の開催
　②６部会の運営
　③常設委員会（総務・産業政策・中小企業活性化・地域振興）の運営
　④会員新春祝賀会及び講演会の開催
　⑤支部長会の開催及び支部事業運営の支援
（３）会員福祉・サービス事業
　①優良従業員表彰の実施
　②会員のつどいの開催
　③低料金での生活習慣予防健康診断の実施
　④ＴＡＳアスレチック施設の利用サービスの実施
（４）広報活動
　①広報誌「ニュース商工長井」の発行
　②ホームページの運営
（５）商工技術の振興に関する事業
　①簿記検定試験の実施
（６）法定台帳整備に関する事業
　①特定商工業者の法定台帳の登録
（７）共済制度の加入促進
　①生命共済「フォルティシモ」の募集推進
　②特定退職金制度の推進（従業員の退職金共済制度）
　③火災共済、自動車共済制度の普及と加入促進
（８）職員の資質向上及びスキルアップ
　①中小企業大学校への研修派遣
　②指導能力向上研修への参加（日商等）
（９）その他受託事業
　①労働保険事務受託
　②公害健康被害補償法に基づく汚染負荷量賦課金の申告納付事務
　③容器包装リサイクル法に基づく受付・契約締結の事務受託
　④ＪＡＮコード登録管理事務受託
（10）事務受託団体
　①長井機械工業協同組合
　②（公社）長井青年会議所
　③（公社）長井法人会
　④長井地場食品協同組合
　⑤あかしあ産業団地会
　⑥長井青色申告会
　⑦西置賜産業会
　⑧西置賜雇用対策協議会
　⑨長井新産業団地組合
　⑩長井エネルギー懇談会
　⑪長井税務署管内青色申告会連合会
　⑫長井市勤労者互助会

最優秀賞に選ばれた手塚直樹さん●

塚田専務理事より優勝カップが手渡された●

ケガをしないように全員でラジオ体操●
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求人倍率
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2,000【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0　　 0.0 0 0

建 設 業 1　　 20.0 55 14.9

製 造 業 1　　 20.0 83 22.5

卸 売 業 1　　 20.0 173 46.9

小 売 業 0 0.0 0 0.0

金融・保険業 0　　 0.0 0 0.0

不 動 産 業 0　　 0.0 0

運輸・通信業 0　　 0.0 0 0

サービス業 2　　 40.0 58 15.7

計 5（0）100.0 369 100.0

協力／㈱東京商工リサーチ山形支店

区　分 新　築 増改築

専用住宅
件 数 6 0

延べ面積 848.25 0

併用住宅
件 数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　　
　 店舗含）

件 数 0 0

延べ面積 0.00 0

合 計
件 数 6 0

面 積 848.25 0.00

協力／長井市建設課　

★山形県企業倒産状況
）上以円万000,1 額総債負（  

【平成27年４月度】
負債額単位：百万円

★建築確認申請状況
）市井長（  　　　　　　　　　

【平成27年４月延べ面積単位：㎡】

★長井市の人口　平成27年４月30日現在

有効求人
倍　　率

有　　効
求 人 数

有　　効
求職者数

　　　月
項目　　

　人　口　28,055人（男 13,508人、女 14,547人）

　 世帯数　9,736　　　　　　　　　　　　  　協力／長井市

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況 ）数全む含をムイタトーパ（ 

LOBO調査 ［商工会議所早期景気観測調査］
○調査期間：２０１５年４月１５日～２１日
○調査対象：全国の４２２商工会議所が３００３企業等
　　　　　　 にヒアリング
（内訳）建設業：４６４　製造業：７１３
　　　　卸売業：３２５　小売業：７１５
　　　　サービス業：７８６

【全国の4月調査速報】

産 業 別 概 況

業況ＤＩは、前年の反動から大幅改善。
先行きは鈍さ残るも持ち直しを見込む

Ｈ26.1月 2 月 3 月4 月 5 月 6 月

0.84 0.71 0.81 0.93

849 742 804 829

1,008 1,048 987 894

7 月

1.12

941

841

8 月

1.09

910

832

1.12

922

822

1.44

1,161

805

協力／ハローワーク長井

779
884

779 744

889

731 821
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922

805 778

1,161

894
990

908
1,0081,008

849 841 832

1,048

742

1.44

1.15
1.09

0.84

0.71 987
894

804 829

941
910

0.81
0.93

1.12 1.12

1.13
1.09

1.19
1.12

４月の全産業合計の業況ＤＩは、▲１５.３と、前月から＋

９.４ポイントの大幅改善。ただし、比較対象の前年同月は、

駆け込み需要の反動減により業況が落ち込んだ時期である

ことに留意が必要。取引価格への転嫁遅れや、人手不足、

人件費・電力料金の上昇などが足かせとなり、回復のペー

スにばらつきが残るものの、輸出増などに伴う生産の伸び

や好調なインバウンドが下支えするほか、株高や今春の賃

上げを背景に消費者マインドが上向きつつあるなど、中小

企業の景況感は、総じて持ち直しに向けた動きが続く。

　　　　

先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１３.６（今月比

＋１.７ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不変」

への変化が主因。中小企業においては、依然として、コス

ト増加分の価格転嫁や電力料金の値上げ、人手不足などが

懸念材料となる状況が続く。他方で、株高・賃上げに伴う

個人消費の回復や輸出をけん引役とする生産増などへの期

待感から、先行きは緩やかに回復するとの見方が伺える。

【建設業】】からは、「昨年度に比べ、自治体などからの
公共工事の発注量が少なく、売上が伸び悩んでいる」（一
般工事業）、「新卒採用を計画しており、人材確保のため、
給与や休日・休暇などの待遇を見直した」（一般工事業）、
「経済対策による住宅ローンの金利引き下げを受けて、
中古住宅購入とリフォームの引き合いが増加傾向にあ
る」（建築工事業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【製造業】からは、「４月から乳製品などが相次いで値上げ
され、仕入コストが増大。収益を圧迫している」（洋菓子製造・
販売業）、「加工精度や生産性の向上を図るため、新規設備
投資を予定している」（プレス加工業）、「自動車や産業用機
械向けのチェーンの受注が堅調。業績も安定してきている」
（自動車部品製造業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【卸売業】からは、「日照不足により野菜の出荷が不安定だ
ったものの、北陸新幹線の効果もあって、受注が増加」（農
産物卸売業）、「天候不順の影響により、帽子などの夏物商
品の出足が鈍かった」（服飾品卸売業）、「販路拡大を図るため、
新たに技術職の採用を計画しているが、難しい」（電気機器・
制御システム卸売業）などの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【小売業】からは、「中国から大型客船が来港し、売上が
大幅に増加したものの、地元客の購買意欲は依然として
鈍い」（百貨店）、「新入学・新学期を迎え、子供や保護
者向けの靴、バッグ、文房具などが好調」（総合スーパー）、
「駆け込み需要の反動減の影響が一巡し、前年同月比で
は飲食や衣料品などの売上が伸びている」（商店街）な
どの声が寄せられている。
………………………………………………………………………
【サービス業】からは、「食料品の値上げによる収益圧迫が
続くため、採算が合わないメニューの見直しを検討する」（飲
食店）、「ゴールデンウィークの宿泊予約が伸びており、業
績は堅調に推移」（旅館業）、「採用募集の頻度を上げているが、
警備員の確保が難しく、採用人数は前年度比で３割程度に
止まっている」（警備業）などの声が寄せられている。

9 月 10 月

1.13

884

779

1.19

889

744

11月 12月

1.12

821

731

Ｈ27.1月

1.15

894

778

1.09

990

908
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図２　農業軽作業向け
　　　アシストスーツ（和歌山大学）

図１　農作業用パワーアシストスーツ
　　　（東京農工大）

長井ロボットプロジェクト責任監修

　
産
業
界
で
は
労
働
者
の
高
齢
化
、
若
年
労
働
者
の
不
足
が
大
き
な
問
題
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
ず
農
業
用
か
ら
工
場
用
、
さ
ら
に
介
護
に
使
え
る
パ
ワ

ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
装
着
者
の
動
き
に
連
動
し
て
適

切
な
ア
シ
ス
ト
力
を
装
着
者
に
与
え
、
腰
部
の
負
担
軽
減
な
ど
筋
力
的
な
苦

痛
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
労
働
災
害
の
防
止
や
作
業
効
率
の

向
上
に
一
躍
買
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
。(

以
下
、
本
文
は
小
関
博
資
・
昌
和

製
作
所
社
長)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
☆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
　

　
　

　
前
回
農
作
物
収
穫
を
自
動
化
し
て
効
率
を
あ
げ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
紹

介
し
た
が
、
農
作
業
を
完
全
に
無
人
化
と
い
う
の
は
難
し
い
わ
け
で
、
作
業

者
自
身
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
器
具
の
開
発
も
進
ん

で
い
る
。

　
介
護
作
業
者
向
け
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
器
具
は
先
行
し
て
開
発
さ
れ
て
い

る
が
、
農
作
業
と
介
護
作
業
で
は
使
用
す
る
筋
肉
に
違
い
が
あ
り
、
農
作
業

に
特
化
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。

　
介
護
で
は
、
要
介
護
者
を
抱
き
上
げ
た
り
物
を
持
ち
上
げ
る
作
業
が
中
心

の
た
め
、
上
腕
の
筋
肉
を
よ
り
強
く
ア
シ
ス
ト
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
農
作

業
向
け
で
は
、
中
腰
で
の
長
時
間
作
業
と
目
線
よ
り
上
に
あ
る
農
作
物
を
と

る
作
業
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

　
図
１
の
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
東
京
農
工
大
　
遠
山
研
究
室
で
開
発
さ
れ
た

が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
（
株
）
オ
ー
ケ
ー
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
し
て
起
業
、

商
品
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
手
の
ア
シ
ス
ト
器
具
は
装
着
に
時
間
が
か
か
る
（
約
１
時
間
程
度
）

こ
と
が
ネ
ッ
ク
な
の
だ
が
脱
着
は
５
分
程
度
で
済
む
と
の
こ
と
。
主
に
ブ
ド

ウ
収
穫
作
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
た
め
そ
の
作
業
で
苦
労
し
て
い
る

農
家
の
方
達
は
一
度
検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
問
題
は
販
売
価
格
で
、
１
セ
ッ
ト
１
８
９
万
円
（
税
込
み
）
と
な
っ
て
い
る
。

軽
減
さ
れ
る
労
力
に
見
合
う
価
格
か
ど
う
か
？
は
実
際
作
業
さ
れ
る
方
達
に

判
断
し
て
も
ら
う
し
か
無
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　（
株
）
オ
ー
ケ
ー
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
は
左
記
U
R
L 

を
参
照
願

い
た
い
。

h
ttp
://w

w
w
.o
k-ro

b
o
tic
s.c
o
m
/ja
p
a
n
e
se
/

　
介
護
用
の
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
も
同
様
に
高
価
で
あ
る
が
、
要
介
護
者
の
リ

ハ
ビ
リ
向
け
と
し
て
歩
行
機
能
や
言
語
障
害
の
回
復
に
成
果
を
あ
げ
、
価
値

を
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
農
作
業
向
け
も
価
格
以
上
の
価
値
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
普
及
の
鍵
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
和
歌
山
大
学
八
木
研
究
室
で
も
農
作
業
向
け
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
の
開
発
お
よ
び
来
年
の
商
品
化
に
向
け
て
起
業
し
て
い
る
。

　
こ
ち
ら
は
東
京
農
工
大
と
は
異
な
り
、
果
樹
収
穫
な
ど
軽
い
物
を
長
時
間

収
穫
す
る
作
業
用
と
、
収
穫
物
全
体
の
重
い
物
を
運
ぶ
重
作
業
向
け
の
二
種

類
に
分
け
て
開
発
し
て
い
る
。

　
軽
作
業
向
け
は
主
に
上
腕
を
ア
シ
ス
ト
、
重
作
業
向
け
は
腰
を
ア
シ
ス
ト

す
る
。

　
来
年
発
売
を
目
指
し
て
、
価
格
は
１
０
０
万
円
の
予
定
と
の
こ
と
。

　
詳
し
く
は
左
記
U
R
L
を
参
照
頂
き
た
い
。

h
ttp
://w
w
w
.w
akayam

a-u.ac.jp
/̃e
yag
i/ro
b
o
ticslab

/asist.h
tm
l

　
こ
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
農
業
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
日
本
の
農
業
を
活

性
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
き
た
い
。

　
次
回
は
建
設
現
場
で
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

図３　農業重作業向け
　　　アシストスーツ（和歌山大学）
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5/11

4/24
●初めての取り組みとなる持続化支援モデル事業

●国の支援策について説明する熊川氏

●事業実施へ向けて本格的にスタートした

経 営
支 援

経
営
改
善
に
向
け
て

支
援
チ
ー
ム
結
成

　
経
営
改
善
意
欲
の
あ
る
小
規
模
事
業
者

に
対
し
伴
走
型
の
持
続
化
支
援
を
行
う
た

め
、
今
年
度
当
所
で
は
「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
同
事
業
は
、
当
所
の
ほ
か
市
内
金

融
機
関
、
専
門
家
が
チ
ー
ム
を
組
み
経
営

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、

当
所
で
は
、
金
融
機
関
に
対
し
て
事
業
説

明
会
を
開
催
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
今

後
は
、
事
業
者
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
専

門
家
と
連
携
し
な
が
ら
経
営
改
善
策
を
具

体
的
に
検
討
。
経
営
改
善
計
画
書
の
年
内

完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
職
員
の
経
営

支
援
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

5/8

創 立
４０周年

会
員
の
た
め
の

40
周
年
記
念
事
業
へ

　
当
所
創
立
40
周
年
記
念
事
業
の
第
１
回

運
営
委
員
会
（
横
澤
泰
雄
委
員
長
）
が
開

催
さ
れ
、
委
員
に
対
し
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
た
。
今
後
、
同
事
業
は
記
念
式
典
、
長

井
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
産
業
フ
ェ
ア
、

会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会
、
記
念
誌
編
纂
の

５
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
て
進
め
ら
れ
、

今
回
委
嘱
を
受
け
た
委
員
が
各
委
員
会
の

正
副
委
員
長
を
務
め
る
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
事
業
は
秋
頃
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

●座長を務めた加藤副会頭

部 会
活 動

部
会
活
動
活
性
化
へ
！

　
当
所
６
部
会
の
正
副
部
会
長
を
集
め
た

会
議
が
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
、

各
部
会
運
営
と
予
算
及
び
新
春
講
演
会
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
創
立
40
周
年
を
迎
え

た
今
年
度
は
、
例
年
以
上
に
部
会
活
動
を

活
発
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

新
春
講
演
会
は
、
工
業
、
建
設
、
金
融
・

保
険
の
３
部
会
が
幹
事
部
会
と
な
る
。
そ

の
後
、
業
界
の
現
状
や
部
会
活
動
に
つ
い

て
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た
。
今
後
、
本
会

議
で
提
示
さ
れ
た
予
算
を
基
に
各
部
会
ご

と
総
会
や
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。

中 活 協

中
心
市
街
地
活
性
化
へ

新
年
度
ス
タ
ー
ト

　
長
井
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

（
横
澤
泰
雄
会
長
）
は
、
今
年
度
１
回
目

の
協
議
会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
に
て
開
催
し
た
。
加

藤
眞
佐
夫
副
会
長
は
「
国
は
地
方
創
生
を

重
要
施
策
と
位
置
付
け
て
い
る
。
長
井
市

で
も
中
心
市
街
地
活
性
化
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
新
た
な
動
き
を
踏
ま
え
た
内
容
を

付
加
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
協
議

で
は
、
市
当
局
か
ら
基
本
計
画
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
事

業
報
告
・
収
支
決
算
及
び
事
業
計
画
・
収

支
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
後
、

経
済
産
業
省
中
心
市
街
地
活
性
化
室
長
の

熊
川
康
弘
氏
よ
り
、
国
の
中
心
市
街
地
活

性
化
支
援
策
の
概
要
や
改
正
点
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

5/13
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当
所
青
年
部
会
（
芳
賀
武
会
長
）
は
、

来
年
度
「
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国
サ
ッ

カ
ー
大
会
長
井
大
会
」
を
主
催
す
る
に
あ

た
り
、
前
回
大
会
の
静
岡
商
工
会
議
所
青

年
部
よ
り
講
師
を
招
き
大
会
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ん
だ
。
静
岡
大
会
で
は
、
全
国

各
地
よ
り
過
去
最
高
と
な
る
56
チ
ー
ム

（
１
、
３
２
５
人
）
が
参
加
。
大
会
前
か

ら
各
チ
ー
ム
に
会
員
を
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
配
置
し
、
交
通
の
サ
ポ
ー
ト
や
地

域
の
案
内
な
ど
参
加
者
を
も
て
な
し
た
。

当
所
青
年
部
会
は
組
織
の
規
模
と
し
て
は

劣
る
も
の
の
、
長
井
流
の
お
も
て
な
し
で

大
会
成
功
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
西
置
賜
産
業
会
は
平
成
27
年
度
通
常
総

会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
き
、
事
業
報
告
・
決
算

及
び
事
業
計
画
・
予
算
を
承
認
し
た
。
併

せ
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
寺
嶋
宏
武
氏
（
テ
ラ
シ
マ
電

子
㈱
）、
副
会
長
に
黒
澤
栄
氏
（
日
本
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
）、佐
々

木
嘉
彦
氏
（
ケ
ミ
コ
ン
山
形
㈱
）、
四
釜

雅
之
氏
（
㈱
四
釜
製
作
所
）
が
新
た
に
就

任
し
た
。
寺
嶋
会
長
は
前
三
役
の
尽
力
に

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
年
度
は
３

つ
の
部
会
に
分
け
組
織
力
で
勝
負
し
て
い

き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
長
井
菊
芋
研
究
会
（
飯
澤
徹
会
長
）
は

長
井
市
五
十
川
の
㈲
ニ
ュ
ー
彩
エ
ン
農
場

で
、
キ
ク
イ
モ
の
種
芋
植
え
付
け
作
業
を

実
施
し
た
。
作
業
に
は
会
員
を
中
心
に
16

名
が
参
加
。
50
ア
ー
ル
の
面
積
に
１
万
個

の
種
芋
を
一
日
が
か
り
で
植
え
付
け
た
。

会
員
が
西
根
地
区
の
農
場
で
栽
培
し
た
約

３
０
０
kg
の
キ
ク
イ
モ
を
搬
入
、
選
別
、

分
割
の
手
順
を
経
て
、
農
機
具
を
用
い
て

畑
に
植
え
付
け
る
作
業
を
役
割
分
担
し
な

が
ら
進
め
た
。
今
後
、
収
穫
ま
で
栽
培
作

業
は
特
に
な
い
が
、
同
会
で
は
９
月
頃
に

キ
ク
イ
モ
の
花
見
を
予
定
し
て
い
る
。

　
あ
か
し
あ
産
業
団
地
会
（
小
川
章
会
長
）

で
は
環
境
保
全
事
業
の
一
環
と
し
て
、
春

と
秋
の
年
２
回
、
北
工
業
団
地
内
の
一
斉

清
掃
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、

黒
獅
子
ま
つ
り
や
あ
や
め
ま
つ
り
の
開
催

を
前
に
、
き
れ
い
な
環
境
で
観
光
客
を
迎

え
よ
う
と
早
朝
か
ら
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
っ
た
。
北
工
業
団
地
内
の
20
社
の

協
力
に
よ
り
１
０
０
㎏
近
い
ゴ
ミ
を
収
集
。

年
々
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
き
て
い
る
も
の

の
、
中
に
は
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
捨
て
ら

れ
て
い
た
。
今
後
も
団
地
内
の
環
境
保
全

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

5/16

5/14

西 置 賜
産 業 会
新
三
役
体
制
ス
タ
ー
ト
！

菊 芋
研 究 会

50
ア
ー
ル
に
１
万
個

種
芋
植
え
付
け
作
業

あかしあ
産業団地会

春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

5/19

5/12

青 年
部 会

サ
ッ
カ
ー
王
国
よ
り

ノ
ウ
ハ
ウ
学
ぶ

静岡より４名を招き大会運営を学んだ

会員30名が出席した西置賜産業会の総会

●ちびっこもがんばってキクイモ栽培に協力

●早朝より作業を行う会員事業所の従業員
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長
井
商
工
会
議
所
で
は
長
井
市
か
ら
の

補
助
を
受
け
、長
井
市
内
の
取
扱
加
盟
店
で

使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券【
長

井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
２

０
】を
７
月
４
日（
土
）か
ら
販
売
し
ま
す
。

こ
の
商
品
券
は
、20
％
の
か
つ
て
な
い
プ
レ

ミ
ア
ム
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、低
迷
す

る
消
費
の
喚
起
を
促
し
、地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

◆
長
井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
20
◆

（
１
）商
品
券
内
容

１
枚
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
12
枚
綴
り

が
１
冊
と
な
り
ま
す
。

（
２
）販
売
価
格

１
０
，０
０
０
円
／
１
冊

　

（
３
）購
入
方
法

①
長
井
市
民
を
対
象
に
、１
世
帯
あ
た
り

購
入
票
２
枚
を
市
報（
６
月
15
日
号
）

で
配
布
し
ま
す
。

②
購
入
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
商
品
券
は
現
金
販
売
の
み
と
し
、売
り

切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

（
４
）購
入
限
度

購
入
票
１
枚
に
つ
き
10
冊
と
し
ま
す
。

購
入
票
２
枚
を
使
用
す
れ
ば
、１
世
帯
あ

た
り
最
高
20
冊
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

（
５
）販
売
開
始
日
と
場
所

①
７
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
１
階
展
示
ホ
ー
ル
）

②
７
月
６
日（
月
）以
降

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
長
井
商
工
会
議
所
）

※

土
日
祝
日
は
除
き
ま
す

（
６
）商
品
券
の
有
効
期
限

　
平
成
27
年
７
月
４
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

（
７
）取
扱
加
盟
店

　
市
内
１
４
８
店
舗（
５
月
22
日
現
在
）

①
取
扱
加
盟
店
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で

す
。

②
最
新
の
取
扱
加
盟
店
一
覧
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
８
）商
品
券
が
利
用
で
き
る
も
の

取
扱
加
盟
店
が
販
売
す
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
等（
釣
り
銭
は
出
ま
せ
ん
）

　※

各
種
商
品
券
、ビ
ー
ル
券
、図
書
券
、プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、切
手
、印
紙
等
に

つ
い
て
は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
市
内
事
業
者
の
皆
様
へ
◆

「
長
井
市
暮
ら
し
向
上
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
20
」

の
取
扱
加
盟
店
を
募
集
中
で
す
。詳
し
く
は
長
井

商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
★

長
井
商
工
会
議
所

　地
域
活
性
化
推
進
室

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
８
４
ー
５
３
９
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
８
ー
３
７
７
８

検索長井商工会議所

２
，０
０
０
円

　
　
お
得
で
す
！

購入票 ２枚

商品券最高 20冊
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集
ま
れ
！
『
情
熱
人
！
』

一
緒
に
未
来
を
創
る
若
手
経
済
人
募
集
！
！

　
素
敵
な
経
済
人
を
目
指
し
て
、
20

代
か
ら
40
代
の
事
業
主
・
後
継
者
・

企
業
か
ら
の
出
向
と
様
々
な
立
場
、

そ
し
て
異
業
種
の
集
ま
り
で
構
成
さ

れ
て
い
る
青
年
部
会
。
講
演
会
・
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
、
財
務
関
係
等
の

勉
強
会
、
会
議
の
運
営
、
進
行
を
通

し
て
、
個
人
の
能
力
を
向
上
さ
せ
て

く
れ
る
組
織
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

市
内
は
勿
論
の
事
、
県
内
外
に
多
く

の
仲
間
が
出
来
た
事
は
、
自
分
自
身

の
こ
れ
か
ら
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
青
年
部
会
は
、【
ひ
と
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
】
の
【
情

熱
人
】
の
集
ま
り
で
す
！
魅
力
満
載

の
長
井
を
み
な
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　
青
年
部
会
活
動
を
通
し
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
勉
強
・
体
験
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
一
番
の
収
穫
は
、
異
業
種
の

仲
間
だ
か
ら
「
言
い
合
え
る
」「
気
付

か
さ
れ
る
」
こ
と
で
す
。

　
業
界
の
慣
例
や
常
識
を
知
ら
な
い

か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
で
あ
り
、
時

に
は
無
理
難
題
を
お
願
い
さ
れ
る
こ

と
も
。

「
自
分
は
試
さ
れ
て
い
る
ん
だ
」「
じ

ゃ
、
答
え
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と

自
を
鼓
舞
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
私
に
わ
た
り
気
楽
に
相

談
で
き
る
仲
間
が
出
来
た
こ
と
が
大

き
な
収
穫
で
す
。
自
分
の
業
務
の
範

疇
を
超
え
た
お
客
様
の
ご
依
頼
も
、

青
年
部
会
の
仲
間
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
商
工
会
議
所
に
気
楽

に
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
収
穫
で
す
ね
。
今
年
度
国

の
補
助
金
事
業
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
設
備
投
資
を
少
な
い
資
金
で
行

う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　
長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
平
成
26
年
度

会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
鈴
木
英
明

で
す
。

　
日
頃
よ
り
、
当
青
年
部
会
に
は
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
20
代
か
ら
47
歳
（
卒
業
歳
）
ま
で
65

名
の
会
員
が
稼
業
や
地
域
活
動
で
忙
し
い
中
、

当
青
年
部
会
活
動
で
研
鑽
・
交
流
し
地
域
社

会
の
発
展
の
為
に
勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
事
業
で
は
、
若
者
定
住
や
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
べ
く
、
長
井
市
と
協

力
し
な
が
ら
、
そ
し
て
青
年
部
会
ら
し
い
内

容
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
事
業
（
婚
活
事
業
）
を
年
に
数

回
行
い
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
１
１
年
の
大
震
災
か
ら
続
け
て

い
る
被
災
地
支
援
の
ニ
コ
ニ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
募
金
活
動
）、
地
域
開
発
の
馬
肉
を
使
っ

た
レ
ト
ル
ト
商
品
開
発
、
長
井
市
学
校
給
食

と
コ
ラ
ボ
し
馬
肉
あ
ん
か
け
商
品
の
提
供
、

中
心
市
街
地
活
性
の
為
、
雪
灯
り
回
廊
ま
つ

り
で
の
雪
像
・
ら
ん
た
ん
作
成
。

　
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
商
工
等
で
ご
存
知
と
は

思
い
ま
す
が
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全

国
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
長
井
市
に
招
致
す
る
こ

と
が
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
会
員
の
意
識
向

上
に
繋
が
り
士
気
が
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

平
成
16
年
度
入
会

飯
澤

　智
弘
さ
ん

   

（
㈲
二
ツ
橋
商
店
）

平
成
21
年
・
22
年
度
　青
年
部
会
会
長

須
藤
　俊
一
郎
さ
ん

   

（
須
藤
米
穀
店
）

で
す
。 

　
年
度
毎
に
立
ち
上
げ
た
各
部
で
の
活
動
や
、

県
内
外
の
青
年
部
と
の
交
流
、
全
国
サ
ッ
カ
ー

大
会
な
ど
の
大
き
い
事
業
を
会
員
皆
で
創
り
上

げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
、
仲
間
と
の
交
流
・
連
携

そ
し
て
研
鑽
。

　
こ
れ
か
ら
の
長
井
の
経
済
を
支
え
て
い
く
、

支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
若
手
経
済
人
を
育
て

る
べ
く
、
商
工
会
議
所
会
員
企
業
の
皆
様
、
当

青
年
部
会
『
長
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
』
に
後
継
者
・
若
手

社
員
の
入
会
を
是
非
と
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

集
ま
れ
！
『
情
熱
人
！
』

一
緒
に
未
来
を
創
る
若
手
経
済
人
募
集
！
！

長井商工会議所青年部会
平成26年度会長　鈴木英明さん

　
平
成
28
年
１
月
か
ら「
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
」（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）が
ス
タ
ー
ト
す

る
。行
政
だ
け
で
な
く
、民
間
企
業
も
従
業
員

な
ど
の
番
号
を
取
り
扱
う
た
め
、民
間
企
業

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。本
稿
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概

要
、民
間
企
業
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、住
民
票
を
持
つ

者
全
員
に「
個
人
番
号
」（
法
人
に
は「
法
人
番

号
」）を
付
し
て
、行
政
手
続
な
ど
で
利
用
す

る
制
度
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、行
政
機
関
が

保
有
す
る
社
会
保
障
と
税
の
情
報
が
一
つ
の

番
号
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、社
会
保

障
の
不
正
受
給
の
防
止
や
、正
確
な
所
得
把

握
な
ど
が
可
能
に
な
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
開
始
に
伴
い
、平
成
28
年
１
月
以
降
、社
会

保
障
関
係
の
書
類
や
税
務
関
係
の
書
類
に
、

順
次
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
従
っ
て
、民
間
企
業
で
、①
従
業
員
・
扶
養
親

族
、株
主
、取
引
先（
支
払
調
書
を
提
出
す
る

取
引
先
の
み
）な
ど
か
ら
個
人
番
号
・
法
人
番

号
を
収
集
し
た
上
で
、②
こ
れ
を
保
管
し
、③

健
康
保
険
組
合
・
年
金
事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
に
提
出
す
る
社
会
保
険
関
係
の
書
類

に
従
業
員
な
ど
の
個
人
番
号
を
記
載
し
た
り
、

税
務
署
や
都
道
府
県
に
提
出
す
る
源
泉
徴
収

票
・
支
払
調
書
・
報
告
書
な
ど
に
従
業
員
・
株

主
・
取
引
先
な
ど
の
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。つ
ま
り
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
へ
の
対
応
を
し
な
く
て
よ
い
民
間

企
業
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
個
人
番
号
は
、住
民
票
が
あ
れ
ば
国
籍
や

年
齢
を
問
わ
ず
全
員
に
付
番
さ
れ
る
12
桁
の

数
字
で
あ
る
。平
成
27
年
10
月
に
、市
区
町
村

か
ら
、住
民
票
の
住
所
宛
て
に
、各
個
人
の

「
通
知
カ
ー
ド
」が
郵
送
さ
れ
る
こ
と
で
通
知

さ
れ
る
。

　
個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報

の
こ
と
を「
特
定
個
人
情
報
」と
い
う
。例
え

ば
、従
業
員
の
氏
名
・
電
話
番
号
と
い
っ
た
情

報
に
個
人
番
号
が
加
わ
る
と「
特
定
個
人
情

報
」に
な
る（
個
人
情
報
＋
個
人
番
号
＝
特
定

個
人
情
報
）。

　
こ
の
個
人
番
号
と
特
定
個
人
情
報
は
、取

り
扱
い
に
つ
い
て
厳
し
い
規
制
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、民
間
企
業
は
、原
則
と
し
て
行
政
機

関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記
載
し
た
書
面
を
提

出
す
る
た
め
に
必
要
な
場
面
以
外
で
、個
人

番
号
を
利
用
す
る
と
違
法
と
な
る
。

　
ま
た
、行
政
機
関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記

載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
た
め
に
必
要
な
場

面
以
外
で
の
特
定
個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の

提
供
、収
集
、保
管
も
全
て
違
法
で
あ
る
。特

定
個
人
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど（「
特
定

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」）も
、行
政
機
関
な
ど
に

個
人
番
号
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
た

め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
作
成
す
る
と
違

法
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、個
人
番
号
を
取
得
す
る
際
に
は
、

必
ず「
本
人
確
認
」を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。具
体
的
に
は
、①
番
号
確
認（
番
号
が
間

違
っ
て
い
な
い
か
否
か
の
確
認
）、②
身
元（
実

在
）確
認（
提
供
し
て
い
る
人
間
が
な
り
す
ま

し
で
な
い
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）が
必

要
と
な
る
。こ
の
本
人
確
認
の
実
務
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
か
が
、民
間
企
業
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
の
最
大
の
難
所
と
な

る
。

　
民
間
企
業
は
、平
成
28
年
１
月
か
ら
順
次
、

行
政
機
関
な
ど
へ
提
出
す
る
書
類
に
個
人
番

号
・
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、今
年
中
に
、取
り
扱

い
の
規
制
や
本
人
確
認
の
義
務
な
ど
を
前
提

と
し
た
①
個
人
番
号
の
収
集
、②
保
管
、③
行

政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
の
た
め
の
業
務
と
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。民
間
企
業
は
、ま
さ
に
待
っ
た
な
し
の

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
牛
島
総
合
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
・
影
島
広
泰
）

解
　
説

解
　
説マ

イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
①
全４回

社
会
保
障
と
税
を
一
つ
の
番
号
で
管
理

取
り
扱
い
に
は
厳
し
い
規
制
が

来
年
１
月
ス
タ
ー
ト
　

対
策
は
今
年
中
に

民間企業で必須となる
　3つのマイナンバーへの対応

①個人番号の収集（本人確認）
②個人番号の保管
③帳票への個人番号の記入と
　行政機関などへの提出

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

番号通知 マイナンバーの運用開始

税務関係の帳票への番号記載

雇用保険の帳票への番号記載

政府機関の情報連携開始

健保・厚生年金の帳票への番号記載

平成27年
10月

平成28年
１月

平成29年
１月

マイナンバー運用スケジュール

番号通知 マイナンバーの運用開始

税務関係の帳票への番号記載

雇用保険の帳票への番号記載

政府機関の情報連携開始

健保・厚生年金の帳票への番号記載

平成27年
10月

平成28年
１月

平成29年
１月

マイナンバー運用スケジュール
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労
働
保
険
料
の
申
告・納
付
に

　
　
　
　
　 

関
す
る
お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
の
申
告・納
付
に

　
　
　
　
　 

関
す
る
お
知
ら
せ

　
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か
。

　
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
は
「
７
月
10
日
（
金
）」
で
す
。
ま
だ
手
続
き

が
お
済
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店

に
限
る
）
又
は
労
働
基
準
監
督
署
で
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
納
付
期
限
の
間
際
は
労
働
基
準
監
督
署
の
窓
口
及
び
駐
車
場
が
大

変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
申
告
書
集
合
受
付
会
場
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
０
１
２
０
ー
９
４
９
ー
７
３
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
員
の
た
め
。

会
社
の
た
め
。

労働保険の年度更新
労災保険・雇用保険

みんなの安心、労働保険。働くよろこび、労働保険。

● 年度更新申告書は５月末頃に送付する予定です。 
● 口座振替による納付が便利です。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署・公共職業安定所・
（一社）全国労働保険事務組合連合会・全国社会保険労務士会連合会

厚生労働省ホームページ
www.mhlw.go.jp

平
成
27
年
度 ～6月1日（月） 7月10日（金）

厚生労働省
Ministry of Health, Labour and Welfare

厚生労働省 年度更新お知らせページ 年度更新 検 索

● 電子申請を是非ご利用ください。

「労働保険事務ってめんどくさい！」「労働保険事務ってめんどくさい！」

※

な
お
、
印
紙
保
険
料
に
関
す
る
事
務

並
び
に
労
災
保
険
及
び
雇
用
保
険
の

保
険
給
付
に
関
す
る
請
求
等
の
事
務

は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
が
行
う
こ

と
の
出
来
る
事
務
か
ら
除
か
れ
て
い

ま
す
。

※

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
両
保
険
を

委
託
す
る
場
合
（
主
に
農
林
・
建
設

業
以
外
の
方
）

年
間
９
，
７
２
０
円
〜

　
　
　
　
３
２
，
４
０
０
円

（
税
込
）

※

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
の
ど
ち
ら
か

一
方
を
委
託
す
る
場
合
（
主
に
農
林
・

建
設
業
の
方
）

年
間
７
，
５
６
０
円
〜

　
　
　
　
２
１
，
６
０
０
円

（
税
込
）

詳
し
く
は
労
働
保
険
事
務
組
合

長
井
商
工
会
議
所
ま
で

①
事
務
の
手
間
が
省
け
ま
す

　
保
険
料
申
告
・
納
付
等
事
務
を
事
業

主
に
代
わ
っ
て
処
理
し
ま
す
。

②
３
回
の
分
割
納
付
が
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
額
に
関
わ
ら
ず
分
割
で
き

ま
す
。

③
特
別
加
入
が
で
き
ま
す

　
労
災
保
険
に
加
入
で
き
な
い
事
業
主

や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

労
働
保
険
事
務
組
合
が
処
理
で
き
る
労

働
保
険
事
務
の
範
囲
は
お
お
む
ね
次
の

通
り
で
す
。

◎
概
算
保
険
料
、
確
定
保
険
料
な

ど
の
申
告
及
び
納
付
に
関
す
る

事
務

◎
保
険
関
係
成
立
届
、
任
意
加
入

の
申
請
、
雇
用
保
険
の
事
業
所

設
置
届
の
提
出
等
に
関
す
る
事

務
◎
労
災
保
険
の
特
別
加
入
の
申
請

等
に
関
す
る
事
務

◎
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
に
関
す

る
届
出
等
の
事
務

◎
そ
の
他
労
働
保
険
に
つ
い
て
の

申
請
、
届
出
、
報
告
に
関
す
る

事
務

事
務
処
理
委
託
の
メ
リ
ッ
ト

事
務
処
理
委
託
の
メ
リ
ッ
ト

委
託
で
き
る
事
務
の
範
囲

委
託
で
き
る
事
務
の
範
囲

委
託
手
数
料

委
託
手
数
料

労働保険手続きを
　　代行いたします

間
に
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
住
宅
耐
震
改
修
、
住
宅

特
定
改
修
又
は
認
定
住
宅
の
新
築
等
を
し
た

場
合
に
お
け
る
税
額
控
除
限
度
額
等
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

６
．
国
外
財
産
調
書
制
度
（
平
成
26
年
１
月
施

行
）
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
に
、

提
出
す
べ
き
国
外
財
産
調
書
に
係
る
違
反
行
為

に
対
し
て
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
消
費
税
法
令
の
改
正
等
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
３
月
に
消
費
税
法
施
行
令
等
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
．
簡
易
課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入
率
の
見
直
し

　
簡
易
課
税
制
度
の
み
な
し
仕
入
率
に
つ
い
て
、

現
行
の
第
四
種
事
業
の
う
ち
、
金
融
業
及
び

保
険
業
を
第
五
種
事
業
と
し
、
そ
の
み
な
し

仕
入
率
を
50
％
（
現
行
60
％
）
と
す
る
と
と

も
に
、
現
行
の
第
五
種
事
業
の
う
ち
、
不
動

産
業
を
第
六
種
事
業
と
し
、
そ
の
み
な
し
仕

入
率
を
40
％
（
現
行
50
％
）
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

【
適
用
開
始
時
期
】

　
原
則
と
し
て
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に

開
始
す
る
課
税
期
間
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

２
．
課
税
売
上
割
合
の
計
算
に
お
け
る
金
銭
債

権
の
譲
渡
に
係
る
対
価
の
額
の
算
入
割
合
の

見
直
し

　
消
費
税
の
課
税
売
上
割
合
の
計
算
上
、
金
銭

債
権
（
資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
と
し
て
取
得

し
た
も
の
を
除
き
ま
す
。）の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

そ
の
譲
渡
に
係
る
対
価
の
額
の
５
％
相
当
額
を

資
産
の
譲
渡
等
の
対
価
の
額
に
算
入
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

【
適
用
開
始
時
期
】

　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
金
銭

債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．
輸
出
物
品
販
売
場
制
度
の
見
直
し

　
免
税
販
売
の
対
象
物
品
に
一
定
の
方
法
で
販
売

す
る
消
耗
品
（
外
国
人
旅
行
者
な
ど
の
非
居
住

者
に
対
し
て
、
同
一
の
店
舗
に
お
け
る
１
日
の
販

売
額
の
合
計
が
５
千
円
超
50
万
円
ま
で
の
範
囲

内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
適
用
開
始
時
期
】

　
平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ
る
課
税

資
産
の
譲
渡
等
（
消
耗
品
の
販
売
）
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
申
告
・
納
税
期
限

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
３
月
16
日(

月)

ま
で
に
申
告
・
納
税

　
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
３
月
31
日(

月)

ま
で
に
申
告
・
納
税

■
税
務
個
別
相
談
の
ご
案
内

　
確
定
申
告
の
準
備
は
お
進
み
で
し
ょ
う
か
。

長
井
商
工
会
議
所 

中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
東

北
税
理
士
会
長
井
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
個
人

事
業
主
の
確
定
申
告
・
決
算
処
理
に
関
す
る
個

別
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。
ご
相
談
は
無
料
で

す
が
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
是
非
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
日
時

　
①
２
月
26
日(

木)

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
②
３
月
４
日(

水)

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
③
３
月
６
日(

金)

　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
④
３
月
11
日  (

水)

　
10
時
00
分
〜
16
時
30
分

　   

　
　※

④
は
電
子
申
告
相
談

◆
場
所

　
長
井
商
工
会
議
所
相
談
室

ご
相
談
時
間
は
30
分
が
目
安
で
す
。

前
の
方
の
相
談
状
況
に
よ
り
、
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

帳
簿
類
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

長
井
商
工
会
議
所
　
中
小
企
業
相
談
所

　
　
企
業
支
援
係
　
８
４
ー
５
３
９
４

■
平
成
26
年
分
の
所
得
税
か
ら

                   

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
事
項

１
．
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等
及
び
配
当
所 

得
に
係
る
10
％
軽
減
税
率
（
所
得
税
７
％
、

住
民
税
３
％
）
の
特
例
措
置
は
、
平
成
25
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
主
と
し
て
趣
味
、
娯
楽
、
保
養
又
は
鑑
賞

の
目
的
で
所
有
す
る
不
動
産
以
外
の
資
産
（
ゴ

ル
フ
会
員
権
等
）
を
譲
渡
し
て
生
じ
た
譲
渡

損
失
（
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の
当
該
資

産
の
譲
渡
に
よ
り
生
ず
る
損
失
に
限
り
ま

す
。）
に
つ
い
て
は
、
給
与
所
得
な
ど
の
他
の

所
得
と
損
益
通
算
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

３
．（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
が
平
成
29
年

末
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年

４
月
１
日
以
後
平
成
29
年
末
ま
で
の
間
に
一
定

の
住
宅
の
取
得
等
又
は
認
定
住
宅
の
新
築
等

を
し
た
場
合
に
お
け
る
最
大
控
除
額
等
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
築
後
使
用
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
家
屋
（
耐
震
基
準
等
に
適
合

し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。）
を
取
得
し
た
場

合
に
お
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
こ
の
特

別
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
の
控
除
額
の
特
例
に
つ

い
て
、
そ
の
適
用
期
限
が
平
成
29
年
末
ま
で

延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
平
成
29
年
末
ま
で
の
間
に
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
が
新
た
に
再
建
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
に
お
け
る
最
大
控
除
額
等
が
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。

５
．
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除
、
住
宅
特
定
改

修
特
別
税
額
控
除
又
は
認
定
住
宅
新
築
等
特

別
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
限
が

平
成
29
年
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
平
成
29
年
末
ま
で
の
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長井ロボットプロジェクト責任監修
会 員 談 話 室

（平成27年4月1日現在）
1.25

2,000
※1,500 万円を超える場合は
　別途書類が必要になります。

事業所名 前住所 新住所

しかまハウス 長井市花作町
　　　1-17-7

長井市花作町
　　　1-17-1

●住所変更のお知らせ

＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと400mℓの全血献血ができます。

6月9日㈫
ケ ミ コ ン 山 形 ㈱
㈱ 丸 秀 長 井 工 場

　
長
井
商
工
会
議
所
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
が
あ

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
平
成
24
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
約
３
年
。
事
業
の
案
内
や
地
域
情
報
を
中
心
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
に
は
便
利

な
機
能
が
あ
り
、投
稿
記
事
に
対
し
て
見
て
く
れ
た
人（
リ

ー
チ
）
は
何
人
か
、
情
報
を
拡
散
（
シ
ェ
ア
）
し
て
く
れ

た
人
は
何
人
か
な
ど
、
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
所
の
場
合
で
す
と
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
案
内
よ
り
地
域
ネ

タ
を
投
稿
し
た
方
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
で
す
。
当
然
、
地
域
ネ
タ
の
方
が
お
も
し
ろ
い
で

す
よ
ね
。

　
さ
て
、
先
日
の
日
本
テ
レ
ビ
「
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
」
で
は
、
山
形
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
が
特
集
さ
れ
、

長
井
市
か
ら
も
馬
肉
ラ
ー
メ
ン
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
事

前
に
情
報
を
仕
入
れ
た
職
員
が
、
放
送
５
日
前
に
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
リ

ー
チ
数
が
ド
ン
ド
ン
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ネ
タ

が
良
か
っ
た
の
か
、
ラ
ー
メ
ン
ネ
タ
が
良
か
っ
た
の
か
、

最
終
的
に
は
通
常
の
５
倍
、
過
去
最
高
の
１.

５
倍
の
リ

ー
チ
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
当
所
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
本

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
な
い
よ
う
な
こ
と
も

時
々
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ユ
ー
ザ
ー

の
方
は
ぜ
ひ「
い
い
ね
」し
て
く
だ
さ
い
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13:30～15:30
9:30～11:30

6月20日㈯ 小笠原建設㈱機材センター 9:30～11:30

特許・商標に関する
 　　悩みや課題はありませんか？

まずは【知財総合支援窓口】にご相談ください！

　この「知財総合支援窓口」は、原則毎月第３火曜日
に知財総合支援アドバイザー（窓口支援担当）が、皆
様の知的財産に関する悩みや課題を、ワンストップ
で解決するための支援を行います。また、その場で
の支援が難しい場合は、知財専門家（弁理士など）
と共同で支援いたします。

以下のようなご相談が無料です。
・特許や商標などの出願手続き方法や登録までの  
費用を知りたい。
・製品開発の前に先行する技術の調査を行いたい
が調査はどうするの？
・自社技術の知的財産権による保護手段を知りた
い、活用したい。
・知的財産での保護を図りながら地域ブランドの確
立を目指したい。

●日程
平成 27年６月 16日（火） 13 時～ 16時
平成 27年７月 21日（火） 13 時～ 16時

●会場
長井商工会議所　相談室
「知財総合支援窓口」へのご相談は、原則として予約
制です。
　　　　　　電話☎８４ー５３９４　　高橋まで

詳細は中小企業相談所へ

日　時：６月１３日（土）１３時～２０時３０分
　　　（ランタン点灯：１６時３０分）
会　場：長井市あやめ公園
　　　（参加無料／入園料は別途かかります）

　　　（記録挑戦は１５時より開始）
主　催：公益社団法人長井青年会議所
お問い合わせ：８４－５３９４
　　　（長井商工会議所内　担当長沼）

みんなで灯そう夢灯みんなで灯そう夢灯

「夢を叶えるために今年はけん玉で世界記録に挑戦します。」 平成27年度専門指導員を
ご紹介します

長井商工会議所中小企業相談所では、会員事業所か
らの専門的な相談に対応するために、労務・税務・
法律の各分野の専門員を専門指導員として委嘱して
います。会員の皆様からのご相談に随時対応します
ので、ぜひご相談ください。

【労務】堀越俊一郎　社会保険労務士（長井市横町）
【税務】須貝　周一　税理士（長井市新町）
【法律】安部　　敏　弁護士（山形市旅籠町）

上記専門指導分野以外の対応として、相談内容によ
り中小企業支援機関と連携し対応します。

お問い合わせ　長井商工会議所　中小企業相談所
　　　　　　　TEL　84-5394
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保証制度をご利用ください！

季節資金保証制度
夏の資金需要に向け、余裕をもった運転資金確保の
お手伝いをいたします。

◆ご利用いただける方／保証対象業種を営まれる、中小企業・小規模事業者の方
◆限度額／１企業3,000万円
◆対象資金／運転資金
◆借入期間／６カ月以内
◆信用保証料／0.40％～1.85％
　　　　　　　基準金利0.45％～1.90％より0.05％
　　　　　　　の制度割引をいたします。
◆借入金利／金融機関所定利率

【受付期間】６月１日より８月１５日

今年度より
2,000万円から
3,000万円に
増額します。

確かなサポート　明日への躍進　応援宣言

YAMAGATA  GUARANTE E
http://www.ysh.or. jp/

長井支店／長井市館町北 6番 27号

　　　　TAS（タス）3階　☎0238-84-1674
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